




































































































































































資料出所：Barley, S.R., and Kunda, G.,‘Design and Devotion: Surges of
Rationol and Normative Ideologies of Control in Managerial



































































ている。彼らは、表２に示したように、 コンドラチェフ(Kondratieff, N.D.) 85) 、シュムペーター
(Schumpeter, J.A.)86) 、ロストー(Rostow, W. W.)87) 、マンデル(Mandel, E.)88) 、バン・ディジン


















拡大 1790-18171787-18141790-1815ｰ ｰ - 1789-1818






縮小 - - 1920-19351913-19481929-19481923-19381921-1944
第４の波
拡大 - - * - 1948-197319 8-19731944-1971
縮小 - - * - 1973-現在 1973-現在 1971-現在
＊Rostow の最近の時機に関する推定値は、他の理論家が用いた方法とは根本的に異なるため、この表から除
外する。



































































































































理論をもとに、作業集団からより大きな共同社会へと変化していく様を調査した。  Jaques, E., The
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